Ⅲ　学童期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
子どもが育つ 地域と環境！
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対象：学童期の子どもをもつ保護者
時間：６０分程度
	ねらい
	○　様々な人・価値観にふれて育っていくことのよさを感じ、開かれた教育環境で子どもを育てていきたいという思いをもつ。
○　自分の周り（地域）にたくさんの教育環境があることに気付く。

	実施のポイント
（評価など）
	○　互いに意見を出し合いながらマップを作ることで、自分の周り（地域）の教育環境について考えることができる。
○　「子どもの学びにつながる度」「私が気軽に行ける」の２つの見方ができるとともに、それぞれの考えたランキングをもとに話し合う中で、多様な価値観にふれることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４～５人のグループに分かれておく。
○　筆記用具　　○　ワークシート　　○　アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料　　○　付せん紙　　○　模造紙　　○　A４用紙　　○　油性マーカー　　○　時計（必要に応じて）
○　名札（必要に応じて）　　○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　　10分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（一番好きだった遊び）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介の際に、「一番好きだった遊び」について紹介し合うことで、互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	10分展 開

	ワーク１


・エピソードをもとに、グループで共有する。
	◎自分の子ども時代を思い出すことで、開かれた教育環境で子育てすることのよさを振り返ることをねらいとする。
・エピソードを読み、子どもの頃、地域の方とかかわったことやどんな場面でかかわったかをワークシートに記入する。
・大人だけでなく、近所の小さい子どもや中学生・高校生なども「地域の方」に含んで考えるよう促す。
	ワークシート

	10分
	ワーク２


・自分の周り（地域）の教育環境について考え、グループで共有する。
・全体で共有する。
	◎互いに意見を出し合いながら環境マップを作ることで、自分の周り（地域）にたくさんの教育環境があることに気づくことをねらいとする。
・自分の周り（地域）の教育環境を付せん紙に記入する。
・より多くの場を挙げるようにするため、実際に参加したことがない場を書いてもよいことを伝える。
・普段の子どもとの会話の中にもヒントがあることを伝える。
例）登下校の見守り、地域のお店　など
・互いに質問し合うことで、より詳しく情報を得ることができるようにする。
・付せん紙を模造紙に貼る際は、似たような意見を近くに貼り、分類を行うように伝える。また、分類した「場」に名前をつけることも伝える。
・グループで出た意見を発表し、全体で共有する。
	付せん紙
模造紙
油性マーカー


	15分
	ワーク３


・ワーク２で出し合った「場」について考え、グループで共有する。
・全体で共有する。
	◎２つの視点で「場」を見るとともに、それぞれが考えたランキングをもとに話し合う中で、多様な価値観にふれることができるようにすることをねらいとする。
・ワーク２で出し合った場を「子どもの学びにつながる度」「私が気軽に行ける度」の２つの視点に沿って、表（個人用）の場に記入し、点数（５段階評価）をつける。
・グループで共有しながら、表（グループ用）にまとめることで、意見を比べやすくする。
・評価が分かれている「場」について特に話し合うよう助言する。
・グループで出た意見を発表し、全体で共有する。
	ワークシート

	5分
	資料紹介


・資料１を紹介する。
	◎データをもとに開かれた教育環境で子育てをすることのよさを改めて感じることができることをねらいとする。
・資料１を紹介することで、子どもの頃の体験の大切さを伝える。
	資料１

	　　　　10分まとめ

	ふりかえり


・感想を記入し、グループで共有する。
	◎学習をふりかえり、実践への意欲を高めることをねらいとする。
・「開かれた」という点についての説明を行う。
・今日の学習をとおして、各自の思いや得た情報などをワークシートに記入し、グループで共有する。
	ワークシート




